



















ここで顧みなければならないのは、かつて本学が 1992年から 2001 年にかけて、『愛知大学五十年史』
を編纂した時の厳しくも有益な経験である。同史編纂委員会は、執筆者をはじめ多くの関係者の協力を
えて、 1997年には『資料編』を、また 2000年には『通史編』を無事刊行できた。しかしそれと平行し
て同編纂委員会は、 1994年から 2001 年にかけて、外来講演者の講演、独自の分析論文、関係史資料の





2 つの成果がある。それは、大学史を研究し、叙述するにあたっての正しい方法論を示された 2 人の講
演である。その l つは、大学史の泰斗、寺崎昌男氏の講演「大学史の意義を考える」（『愛知大学史紀要』


























および歴史について一一マクロの世界とミクロの観点から一一」（『愛知大学史紀要』、第 4 号、 2001年
3 月）を公にしている。





ろ本学関係者のあいだでは、第 l の主張についてはともかく、第 2 点目については意見は一致していな
い。したがって、ここに酒井論文を掲載するのは、これで酒井説が大学の公式見解になったことを示す
ものではなく、むしろこれを契機にこの問題の分析を深め、討論を喚起していただくためである。
本創刊号のもう l つの重点は、 2006年度秋学期から学生にたいしてリレー講義形式で始まった総合







していただき、それを収録したことである。それは、 4 月 28 日に行なわれた石井吉也氏（第 l l 代・第
13代学長）の講演、「愛知大学の創立者本間喜 一一法学者としての軌跡一一」である。これは、石
井氏が本間氏の高弟として、その師の学問、商法とさらにその基底にある法哲学の内容を分析し専門
外の者にも比較的分かりやすく話されたものであり、本プロジェクトの課題の一つ「創立者たちの学問
と思想」の究明に大いに寄与するものになった。
そして本号において、本学の創立者、本間喜一名誉学長の御遺族から寄贈された資料・遺品について
リストを作成し、その一部ををようやく公表する運びとなった。また、同名誉学長に関する同様のリス
トの継続分、ならびに第 3 代学長小岩井滞氏と同夫人小岩井多嘉子氏の御遺族から寄贈された資料・遺
品のリストは、追って本誌次号に掲載する予定である。
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